
2019 年 3 月 1 日版 

【口頭発表 プログラム】 

 

□日時：2019 年 3 月 17 日（日）12:20～13:20  

□会場：リブロホール（長野大学 9 号館） 

□発表時間：各 8 分間 

 

時間 名前（所属） 発表題目 発表要旨 

12:20-

12:28 

田中佑里恵（京都大学大

学院 人間・環境学研究科 

共生人間学専攻 認知・行

動科学講座 船曳研究室 

修士課程１年） 

修士課程で行って

いる場面緘黙に関

する研究の紹介 

緘黙歴や活動履歴の自己紹介、私が修士課程で行って

いる場面緘黙研究の概要（背景、目的、方法）と今後

行いたいこと、場面緘黙経験者から見た場面緘黙研究

への考えについて、お伝えしたいです。 

12:29-

12:37 

中村紘子（かねはら小児

科） 

「かねはら女子会」

の取り組み 

山口県下関市のかねはら小児科で中学生以上女子と

保護者を対象に年 2 回「かねはら女子会」を開催して

います。女子会では BGM を流して小物作り等を行い

ます。保護者の方も気軽に話せる雰囲気作りを心掛け

ています。 

12:38-

12:46 

中之園由美子（医療法人

明薫会 下通り心身医療

クリニック） 

 卒論として取り

組んだ「緘黙児・者

本人への心理教育

と保護者へのかん

もくペアトレ」の事

例報告を行います。 

対象は患者様 3 名と保護者 3 名です。本人への心理教

育ではストレスコーピングと緘黙の仕組みや解決に

向けての方法などを伝えました。かんもくペアトレで

は行動療法をベースに段階的エクスポージャーを実

施しました。 

12:47-

12:55 

ショーン・ネコリー（か

んもくライブフェス実行

委員会） 

東京新宿で開催し

た第 1回かんもくラ

イブフェスの様子

を動画を交えたパ

ワーポイントでの

活動報告をします 

"今回は、緘黙当事者・経験者による（音楽を中心とし

た） 

芸術表現を用いた社会的啓蒙の意義について説明す

るとともに、2018 年 11 月 3 日に都内（新宿）にて開

催した第 1 回かんもくライブフェスの開催報告を行

う。" 

12:56-

13:04 

八木智大（場面緘黙と吃

音の交流会） 

吃音のわたしから

見た場面緘黙の世

界ーーバリバラ「ど

きどきコテージ」出

演と、筆談会、場面

緘黙と吃音の交流

会ーー 

吃音のわたしは、バリバラ「どきどきコテージ」出演

をきっかけに、場面緘黙の人たちとかかわることが増

えました。その後、筆談会という筆談で話す会や、ど

きどきコテージに出られた場面緘黙の人と協力して、

場面緘黙と吃音の交流会を開きました。そうした活動

について、フォーラム参加者の皆さまと共有できたら

と思います。 

13:05-

13:13 

高木伸也（神戸少年鑑別

所） 

場面かんもく者の

特徴的な認知傾向

について 

場面かんもく者の特徴的な認知傾向について、場面か

んもく経験者へのインタビュー、質問紙での検討した

結果を報告したいと思います。 

 


